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方）のうち，ピアノ初心者は 2016年度 402人中 184人（45.7％），2017年度 406人中 210人（51.7％），













受講する「教科器楽基礎」（大学教育学科 1 年後期・短大幼児教育学科 1 年前期）である。個人のレ
ベルに合わせたテキストを使用した個人レッスン形式での授業であるが，それぞれのレベル（バイエ










Ⅱ  研究の方法 









Ⅲ  結果及び考察   
1．No. 45 について 
C→（4/4 拍子）とは，4 分音符が 1 小節に 4 個入る拍子である。この曲では全音符，2 分音符，4
分音符，8 分音符の全ての音符が提示されており，それぞれの長さが頭に入りやすい。両手共，隣り







2．No. 48 について 
3/4 拍子の曲。付点 4 分音符（1 拍半）の長さと数え方を理解させるために， 1 ﾄ 2 ﾄのように 1 拍
Nos.45 48 52 53 54 55 59 60 61 62 65 66 75 76 78 81 88 91  94 95 96 97 101
103 105  
＊受講生に余裕のある場合に与える曲：Nos.46  49  50  51 80 100 
童謡 
・おべんとう ・手をたたきましょう ・こいのぼり ・ぞうさん ・たなばたさま ・しゃぼんだま
・ありさんのおはなし ・とんぼのめがね ・どんぐりころころ ・やきいもグーチーパ  ー・たきび
動きを促す曲 ・蜜蜂のマーチ ・スウェーデンマーチ ・夜が明けた ・RUN ・ライオンの大行進 
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ディー部分に付点 4 分音符が現れる。 
3．No. 52 について 













4 分音符が 1 小節に 2 個入る 2/4 拍子。この 2 曲はリズム的には左右反転しているだけとも言え，
No.48 での数え方を応用し，8 分休符と 8 分音符の混じったリズムを弾く練習ができる。 
演奏で注意すべき点は，休符の部分は鍵盤から指を離す事で，そのためには手首や腕の動きも意識
しなければならない。左右の手の動きがずれる事を苦手に感じる学生も多いので，動きのズレに対応
する訓練にもなる。（譜例 1-a 1-b） 
























 8 分音符を１拍として数える 3/8 拍子である。5～8，12～15，23～24 小節にかけて，＜ ＞ （ク
レッシェンド，ディミニュエンド）が書かれており，自然な流れで強弱をつけるようにする。17 小節
目から右手にアクセント(印のついた音を強く弾く)が現れる。左手は 23～24 小節のオクターブ移動，





 ポリフォニー(対位法)の曲。完全なるカノンではない。ABA の 3 部形式で A はイ短調，B はハ長調
である。最初と最後のイ短調左手は全く同じだがト音記号（譜例 1-a）ヘ音記号（譜例 1-b）で書かれ
てあり，ヘ音記号へのスムーズな読みかえの習得が不可欠である。また，右手の休符や，左手のアク
セント(譜例 1-c)にも注意を払いたい。また，強弱記号（cresc.  dim.）が初めてイタリア語により記
されている。（譜例○部分） 



























 右手は第 1,2,3,4,5 指，左手は第 5,4,3,2,1 指と順次進行でレガートに美しく弾く練習で，両手とも
にメロディーがエコーになっておりオクターブ，それ以上の跳躍がある。（譜例１-a,譜例 1-b）ト音記
号・ヘ音記号の読みかえがあり，鍵盤移動の練習をしっかりすることが必要である。 










































右手に単旋律のメロディーに加え，3 度，6 度の和音を伴ったメロディーが表れる。（譜例１） 
ポジション移動（譜例 2）も多く難易度が高い練習曲であるが，メロディーを単旋律でなく和音で演
奏することも出来るということを知り，様々な演奏効果や可能性を習得することが出来る。 

















 左手で奏されるワルツのリズム上に，音階（譜例 1-a）・付点（譜例 1-b）・連打（譜例 1-c）等を含
む複雑なメロディを正確に右手で演奏することが求められている。イ長調から中間部でニ長調に転調
する為，調号・転調の確認を行うことが出来る。（譜例 1-d）更に弱起の学習も出来る。（譜例○部分） 











ケールが現れる。(譜例 1-b) 左手パートの 2 声の表記法，奏法についても学習することが出来る。 
(譜例 1-a 左手パート) さらに，強弱記号ではピアニッシモが現れる。 










16 分音符を主とした練習曲である。5 度の音域を順に進むフレーズは 5 指の違いを認識させ(譜例
1-a)，音程や進行方向において不規則な動きをもつフレーズはそれぞれの指を強化するトレーニング
になる。(譜例 1-b) 左手パートのバスの保持も小指の強化につながる。 



































































だが，片手が連続の 16 分音符，もう一方の手が 4 分音符，2 分音符，全音符と，長さの違う音を当て
てあるので，音符の長さを確認する練習にもなる。右手には，次の小節へスムーズに進むための指使
いがなされており，また 4 と 5 の指を広げる練習にもなっている。（譜例１） 
 弾き歌いの伴奏では左手の分散和音を使った伴奏形が多く，「しゃぼんだま」にもこの形が見られる。 
（譜例 2） 






No.101 の左手の伴奏形を 4 分の 1 の音価（4 分音符→16 分音符）にして 3 拍子にした練習曲。ABA
形式で 1 箇所だけ右手に指くぐりがある。A→B へのつなぎとして，左手の 16 分音符 1 音鳴らしてか











右手に半音階を多用した練習曲。半音階は，16 分音符で 5 音連続して指を 12345 と順番に使うも
のと（譜例１-a），黒鍵に 2 や 3 の指をあてて半音階で 1 オクターブ半 16 分音符のまま上行していく
もの（譜例 1-b）と，2 種類ある。半音階は，指を狭く使わなければならない。また，左手は，97 番
と同様，5 の指を保持したまま 1 と 3 の指で和音をならす伴奏形。バイエル必修曲の中では最後の最
も難しい曲。 
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右手が C から G までの音階，左手は小指のポジションが変化するため，指使いを十分意識した練
習が必要である。主となるリズムは 8 分音譜，2 分音符，4 分音符とで構成されており，両手とも音
価を均等に弾かなければならない。 
弾き歌いの伴奏では，左手の伴奏型が「とんぼのめがね」の伴奏型で 8 分音符として応用される。 
26. No.49 について 









指番号 3－4 で隣り合った 2 度の音程を弾くことは難しく練習を要する。左手は分散和音になってお
り，ハーモニーの理解を深める為に和音で捉えて弾くことも有効な練習方法である。 
弾き歌いの伴奏では，2 度，3 度の音程を 8 分音符で弾く「とんぼのめがね」で No.50 の繰り返し
の運指が活用される。また左手の伴奏も 4 分音符と 8 分音符を使用しており応用することができる， 
28．No.51 について 
曲の構成は ABA 。特徴は右手だけでなく左手にも動きのある音型が出現することである。B の部
分は左手の 8 分音符で動く為，AB と分けて片手ずつ練習する必要がある。 




例 2）また左手の 5 度の音程で動く 8 分音符の刻みも確認出来る。 
















の点から観察すると「こいのぼり」と同じ 3 拍子である。3 拍子における強拍，弱拍を理解し対応す
ることができる。また leggiero の楽語の持つニュアンスを「RUN」の表情で応用することができる。 
30．No.100 について 




ント共に 2 段階の弾き分けが必要である。テンポの指示は Allegro（快速に）。演奏者は 1 小節を 1 拍
と意識し，4 小節で 1 フレーズとして軽快に演奏しなくてはならない。ピアノ初心者にとって，多種
多様な要素を速いテンポで奏することは相当な困難を伴う。このため No.100 は「余裕のある場合に






長調，ニ長調など調性について】6 回，【五線譜の読譜について】5 回，【3 拍子・8 分の 6 拍子につい
て】4 回，【曲想記号について】4 回，【3 度・6 度の和音奏法について】3 回，前打音の演奏法・オク
ターブの演奏法・両手の音バランスについてが，それぞれ 1 回であった。 
取り上げられた童謡と動きを促す曲を記述回数の多い曲から順に並べると，9 回「とんぼのめがね」，




た」であった。必修曲の中に 8 分の 6 拍子の曲がなかったことから，「思い出のアルバム」「ありがと
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